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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第82期

第２四半期
連結累計期間

第83期
第２四半期
連結累計期間

第82期

会計期間
自　平成29年３月１日

至　平成29年８月31日

自　平成30年３月１日

至　平成30年８月31日

自　平成29年３月１日

至　平成30年２月28日

売上高 （百万円） 407,702 457,534 851,425

経常利益 （百万円） 10,891 12,207 22,411

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（百万円） 7,478 8,265 15,063

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 8,527 2,710 28,733

純資産額 （百万円） 191,845 212,652 211,153

総資産額 （百万円） 458,254 515,853 502,396

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 776.71 858.58 1,564.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 39.9 39.4 40.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 1,792 768 △5,250

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △1,493 △1,125 △2,839

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △1,498 1,314 8,264

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（百万円） 6,798 9,068 8,304
 

 

 

回次
第82期

第２四半期
連結会計期間

第83期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年６月１日

至 平成29年８月31日

自 平成30年６月１日

至 平成30年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 379.90 400.42
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当企業集団が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　なお、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

（鉄鋼）

　第１四半期連結会計期間より、株式の新規取得により中村鋼材株式会社（連結子会社）を連結の範囲に含めておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米中間の貿易摩擦等により緊張感が高まりましたが、好調な米

国経済を背景に全体として緩やかな成長が持続しました。

日本経済は、製造業の活発な生産活動に加え、好調な企業収益を背景に設備投資と個人消費が堅調に推移しまし

た。

このような状況下にあって、当第２四半期連結累計期間における売上高は、4,575億34百万円で前年同期比12.2％

の増収となりました。

損益につきましては、売上総利益が309億62百万円（前年同期比8.6％増）、営業利益が100億61百万円（前年同期

比19.0％増）、経常利益が122億７百万円（前年同期比12.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は82億65百

万円（前年同期比10.5％増）となりました。

　

これを事業のセグメント別に見ますと、次のとおりであります。

(鉄鋼)

鉄鋼部門は、鋼材価格の上昇に加え、土木・建築及び製造業向けを中心に堅調でした。

特殊鋼部門は、国内外で自動車や建機・工作機械等の生産が堅調に推移し、数量も増加しました。

海外は、鋼材価格の上昇に加え、東南アジア向けが増加しました。

鉄鋼セグメントの売上高は1,898億97百万円（前年同期比11.5％増）、営業利益は29億12百万円（前年同期比

4.2％減）となりました。

　

(情報・電機)

非鉄金属部門は、原材料価格の上昇に加え、自動車関連を中心に国内及び中国向けが増加しました。

エレクトロニクス部門は、車載用電子部品及び機器類、FA・IT関連などの分野で増加しました。

情報・電機セグメントの売上高は959億41百万円（前年同期比9.1％増）、営業利益は20億61百万円（前年同期

比6.2％増）となりました。

　

(産業資材)

化成品部門は、原材料価格の上昇に加え、自動車関連向けが増加しました。

メカトロ部門は、設備機械や部品・工具の伸びに加え、航空機向けが大幅に増加しました。

産業資材セグメントの売上高は1,424億89百万円（前年同期比16.6％増）、営業利益は38億87百万円（前年同期

比31.2％増）となりました。
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(生活産業)

配管建設部門は、ガス関連資材が底堅く推移し、建築物件の請負工事が増加しました。

食品部門は、水産物の輸入及び量販店向け鶏肉加工品等が増加しました。

生活産業セグメントの売上高は292億６百万円（前年同期比7.3％増）、営業利益は12億12百万円（前年同期比

22.1％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は5,158億53百万円となり、保有株式の時価下落に伴う投資有価証券

評価額の減少はありましたが、たな卸資産の増加などにより前連結会計年度末に比べて134億57百万円増加しまし

た。

　負債は3,032億１百万円となり、仕入債務の増加などにより前連結会計年度末に比べて119億58百万円増加しまし

た。

　純資産は2,126億52百万円となり、その他有価証券評価差額金の減少はありましたが、利益剰余金の増加などによ

り前連結会計年度末に比べて14億99百万円増加しました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、投資活動の支出超過を営業活動による収入超過及

び借入金により充当した結果、90億68百万円となり、前連結会計年度末に比べて７億63百万円増加しました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間においては、たな卸資産や売上債権の増加などがありましたが、前受金の増加や税

金等調整前四半期純利益の計上などにより、７億68百万円（前年同四半期は17億92百万円）の収入超過となりま

した。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間においては、有形固定資産の取得などにより、11億25百万円（前年同四半期は14億

93百万円）の支出超過となりました。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間においては、借入金の増加などにより13億14百万円の収入超過（前年同四半期は14

億98百万円の支出超過）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,571,200

計 35,571,200
 

　

② 【発行済株式】

 

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成30年８月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成30年10月15日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 9,720,000 9,720,000
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 9,720,000 9,720,000 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 
(百万円)

資本金残高

 
(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成30年６月１日～

　平成30年８月31日
― 9,720,000 ― 9,128 ― 7,798

 

　

(6) 【大株主の状況】

平成30年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

岡谷不動産㈱ 名古屋市中村区名駅南一丁目16番30号 1,214 12.49

岡　谷　篤　一 東京都世田谷区 482 4.96

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 462 4.76

新日鐵住金㈱ 東京都千代田区丸の内二丁目６番１号 424 4.36

三井住友信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 402 4.13

㈱りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 265 2.73

損害保険ジャパン日本興亜㈱ 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 251 2.58

岡谷鋼機社員持株会 名古屋市中区栄二丁目４番18号 189 1.95

オークマ㈱ 愛知県丹羽郡大口町下小口五丁目25番１号 163 1.67

公益財団法人真照会 名古屋市中村区名駅南一丁目16番30号 138 1.42

計 ― 3,993 41.08
 

(注) 公益財団法人真照会は、将来社会に貢献し得る人材を育成し、併せて学術・技芸の振興を図るために必要な奨

学援助をなすことを目的として、大正６年に創設されました。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 －  － －

議決権制限株式（自己株式等） －  － －

議決権制限株式（その他） －  － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  

－ －
　普通株式 86,300

（相互保有株式）  

　普通株式 17,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,607,600 96,076 －

単元未満株式 普通株式 8,700 － －

発行済株式総数  9,720,000 － －

総株主の議決権 －  96,076 －
 

　

② 【自己株式等】

平成30年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式） 名古屋市中区栄     

岡谷鋼機株式会社 二丁目４番18号 86,300 － 86,300 0.88

（相互保有株式） 東京都江東区     

テツソー物流
株式会社

塩浜一丁目１番20号 17,400 － 17,400 0.17

計 － 103,700 － 103,700 1.06
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年６月１日から平

成30年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年８月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 13,484 14,604

  受取手形及び売掛金 186,782 190,089

  電子記録債権 29,223 32,205

  商品及び製品 50,632 57,241

  仕掛品 3,739 8,379

  原材料及び貯蔵品 1,482 1,606

  その他 11,069 14,320

  貸倒引当金 △598 △634

  流動資産合計 295,816 317,815

 固定資産   

  有形固定資産 38,897 38,231

  無形固定資産 1,267 1,218

  投資その他の資産   

   投資有価証券 143,198 134,871

   その他 23,496 23,997

   貸倒引当金 △279 △278

   投資その他の資産合計 166,415 158,589

  固定資産合計 206,580 198,038

 資産合計 502,396 515,853
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 100,769 105,683

  電子記録債務 17,557 17,978

  短期借入金 104,721 107,071

  未払法人税等 3,022 2,587

  賞与引当金 1,296 1,416

  その他 11,783 16,919

  流動負債合計 239,150 251,655

 固定負債   

  長期借入金 11,698 13,051

  繰延税金負債 34,337 32,286

  役員退職慰労引当金 778 844

  退職給付に係る負債 1,814 1,892

  その他 3,463 3,469

  固定負債合計 52,092 51,545

 負債合計 291,242 303,201

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,128 9,128

  資本剰余金 7,798 7,798

  利益剰余金 114,674 121,976

  自己株式 △457 △462

  株主資本合計 131,144 138,441

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 66,088 60,623

  繰延ヘッジ損益 △180 130

  為替換算調整勘定 608 △22

  退職給付に係る調整累計額 4,199 4,116

  その他の包括利益累計額合計 70,716 64,848

 非支配株主持分 9,293 9,362

 純資産合計 211,153 212,652

負債純資産合計 502,396 515,853
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

売上高 407,702 457,534

売上原価 379,199 426,572

売上総利益 28,502 30,962

販売費及び一般管理費 ※  20,047 ※  20,900

営業利益 8,455 10,061

営業外収益   

 受取利息 681 746

 受取配当金 1,790 2,001

 持分法による投資利益 549 422

 その他 317 390

 営業外収益合計 3,338 3,560

営業外費用   

 支払利息 779 961

 手形売却損 10 10

 その他 113 443

 営業外費用合計 902 1,415

経常利益 10,891 12,207

特別利益   

 固定資産売却益 3 12

 投資有価証券売却益 － 0

 特別利益合計 3 12

特別損失   

 固定資産処分損 11 6

 投資有価証券評価損 22 －

 その他 0 0

 特別損失合計 33 6

税金等調整前四半期純利益 10,860 12,212

法人税、住民税及び事業税 3,415 3,247

法人税等調整額 △396 324

法人税等合計 3,019 3,571

四半期純利益 7,841 8,641

非支配株主に帰属する四半期純利益 363 375

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,478 8,265
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

四半期純利益 7,841 8,641

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 442 △5,488

 繰延ヘッジ損益 28 311

 為替換算調整勘定 △76 △395

 退職給付に係る調整額 274 △82

 持分法適用会社に対する持分相当額 15 △275

 その他の包括利益合計 686 △5,930

四半期包括利益 8,527 2,710

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 8,156 2,398

 非支配株主に係る四半期包括利益 371 312
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 10,860 12,212

 減価償却費 1,807 1,750

 投資有価証券評価損益（△は益） 22 －

 受取利息及び受取配当金 △2,471 △2,747

 支払利息 779 961

 持分法による投資損益（△は益） △549 △422

 売上債権の増減額（△は増加） △5,461 △4,556

 たな卸資産の増減額（△は増加） △6,579 △10,921

 仕入債務の増減額（△は減少） 3,113 3,441

 前渡金の増減額（△は増加） 8 △2,724

 前受金の増減額（△は減少） 2,361 5,720

 その他 △1,154 △803

 小計 2,737 1,909

 利息及び配当金の受取額 3,166 3,396

 利息の支払額 △766 △926

 法人税等の支払額 △3,346 △3,611

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,792 768

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の純増減額（△は増加） △291 △407

 有形固定資産の取得による支出 △890 △833

 有形固定資産の売却による収入 17 16

 投資有価証券の取得による支出 △300 △69

 投資有価証券の売却による収入 － 0

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 227

 貸付けによる支出 － △7

 貸付金の回収による収入 9 8

 その他 △38 △58

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,493 △1,125

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △220 480

 長期借入れによる収入 1,080 5,972

 長期借入金の返済による支出 △1,260 △3,927

 自己株式の取得による支出 △1 △2

 配当金の支払額 △867 △963

 非支配株主への配当金の支払額 △228 △239

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△1 △4

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,498 1,314

現金及び現金同等物に係る換算差額 19 △194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,180 763

現金及び現金同等物の期首残高 7,979 8,304

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  6,798 ※  9,068
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　(連結の範囲の重要な変更)

第１四半期連結会計期間より、株式の新規取得により中村鋼材株式会社を連結の範囲に含めております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度

(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間

(平成30年８月31日)

※南通虹岡鋳鋼有限公司 1,081百万円 ※南通虹岡鋳鋼有限公司 1,030百万円

※マキシマファーム株式会社 400百万円 ※マキシマファーム株式会社 400百万円

上海三国精密機械有限公司 43百万円 上海三国精密機械有限公司 59百万円

合計 1,525百万円 　合計 1,490百万円
 

　
　　　（注）上記のうち、※印は関連会社であります。

 

２　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間

(平成30年８月31日)

受取手形割引高 521百万円 533百万円

受取手形裏書譲渡高 480百万円 610百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自　平成29年３月１日

　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成30年３月１日

　至　平成30年８月31日)

報酬及び給料手当 7,031百万円 7,450百万円

賞与引当金繰入額 1,184百万円 1,277百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自 平成29年３月１日

 至 平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成30年３月１日

 至 平成30年８月31日)

現金及び預金 11,827百万円 14,604百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △5,028百万円 △5,536百万円

現金及び現金同等物 6,798百万円 9,068百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月25日
定時株主総会

普通株式 867 90 平成29年２月28日 平成29年５月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年９月29日
取締役会

普通株式 867 90 平成29年８月31日 平成29年10月31日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月24日
定時株主総会

普通株式 963 100 平成30年２月28日 平成30年５月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年９月28日
取締役会

普通株式 963 100 平成30年８月31日 平成30年10月31日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年８月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

鉄鋼 情報・電機 産業資材 生活産業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 170,335 87,904 122,231 27,232 407,702 － 407,702

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

481 1,051 268 663 2,464 △2,464 －

計 170,816 88,955 122,500 27,895 410,167 △2,464 407,702

セグメント利益 3,039 1,942 2,962 993 8,937 △481 8,455
 

(注)１. セグメント利益の調整額△481百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成30年３月１日 至 平成30年８月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

鉄鋼 情報・電機 産業資材 生活産業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 189,897 95,941 142,489 29,206 457,534 － 457,534

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

504 848 318 719 2,390 △2,390 －

計 190,402 96,789 142,807 29,925 459,925 △2,390 457,534

セグメント利益 2,912 2,061 3,887 1,212 10,073 △11 10,061
 

(注)１. セグメント利益の調整額△11百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目

前第２四半期連結累計期間

(自 平成29年３月１日

 至 平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自 平成30年３月１日

 至 平成30年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 776円71銭 858円58銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 7,478 8,265

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

7,478 8,265

普通株式の期中平均株式数(株) 9,628,009 9,626,714

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第83期（平成30年３月１日から平成31年２月28日まで）中間配当については、平成30年９月28日開催の取締役会

において、平成30年８月31日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議い

たしました。

①　中間配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　963百万円

②　１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 100円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　 平成30年10月31日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成30年10月15日

岡谷鋼機株式会社

取締役会  御中

有限責任　あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松   本   千   佳   印

 

　　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   時 々 輪  彰  久   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡谷鋼機株式会

社の平成30年３月１日から平成31年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年６月１日から平成

30年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年３月１日から平成30年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡谷鋼機株式会社及び連結子会社の平成30年８月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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